
世界史Ｂ       組  番  氏名                

本時の目標： ギリシア世界の起源を探ろう。（１） 

地中海世界の風土と人々 

（１）地中海世界の風土・・・古来より、地中海が重要な交通路⇒1 つの文化圏を形成 

 ① 気候・・・１            気候⇒夏：暑く乾燥、冬：少量の降雨 

 ② 地勢・・・大河・大平野・森林が少なく、山ばかりで、やせた石灰岩質の土壌 

       ⇒陸上交通・河川の水運に不向き⇒沿岸部の都市を中心に文明が発展 

 ③ 生業・・・２        栽培（オリーブ・ぶどう）・牧畜（羊）⇒穀物：海上交易で入手 

（２）活動した人々・・・３         人・古代イタリア人（４            語族） 

   ・・・周辺地域の人々から文化的な影響を受けた。 

エーゲ文明 

オリエントの影響：東地中海沿岸で誕生⇒ヨーロッパ最初の４             器文明 

  ５       （前２０００年頃～）  ９          （前１６世紀～） 

民族 民族系統不明 ギリシア人（北方から移住） 

使用文字 線文字Ａ：未解読 １０    ：１１        ら解読 

中心地 クレタ島：６              本土：ミケーネ・ティリンス・ピュロス 

発掘者 ７               （英） １２                （独） 

支配形態 

特色 

・王が宗教的権威を背景に強い権力 

・宋代で複雑な構造の宮殿建築 

・８   民族らしい明るく開放的な文明 

宮殿の壁画・・・人物や海の生物の描写 

・巨石を用いた城壁王宮の小王国⇒戦闘的 

・１３    王政による支配・・・専制的な

王が役人組織により農民から農産物・手工業

製品などを貢納として、徴収 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＮＯ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）ミケーネ文明の滅亡・・・前１２００年頃破壊され滅亡 

 ① 原因不明・・・１４     王政の行き詰まり、気候変動、外部勢力の侵入（「１５          説」） 

   ⇒１６       時代（混乱期）：鉄器時代へ移行 

 ② 約 400年続く荒廃・・・人口減、線文字Ｂ忘却⇒本土から小アジア西岸・エーゲ海の島々に移住 

   ⇒方言による分化・・・１７             人・アイオリス人・１８        人 

ポリスの成立と発展 

（１）ポリスの成立・・・前８世紀、有力貴族指導：複数の集落が連合（沿岸部中心） 

 ①  １９        （城山）を中心に２０      （           ）⇒都市建設 

     防衛の中心として、定住促進⇒社会の安定、暗黒時代の終わり 

 ② 植民活動・・・人口増加・土地不足：前８世紀半ばから大規模に展開 

   ⇒地中海・黒海沿岸各地に２１          建設⇒交易活動の活発化 

 ③ ２２           ：２３             文字から作成 

   ⇒商業活動・ホメロスの詩など文学の成立を促す。 

（２）ポリス世界の性格・・・一つの独立した国家・恒常的な小国分立状態⇒統一国家を形成せず。 

  文化的側面  言語・神話の共有、２４                のアポロン神の信託 

         ４年に１度の２５           の祭典⇒同一民族の意識保持 

          自分たち：２６            （ギリシア人） 

         異民族：２７             （わけのわからない言葉を話すもの） 

 

本時の目標の達成度を５段階で評価しよう。 １―――２―――３―――４―――５ 

○本時の感想と疑問点を記述してください。 


